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５
月
〜
９
月
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
、
目
や
の
ど
の
粘
膜
に
刺
激
を
与
え
、

健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
ら
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
▼
目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

屋
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
▼
乳
幼
児
、
お

年
寄
り
、
病
弱
な
人
は
、
健
康
な
成
人
よ

り
も
被
害
を
受
け
や
す
い
の
で
、
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

J
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
蕁
A
４
７
８ 

   

　
取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
計

量
器
（
は
か
り
）
は
、
計
量
法
で
２
年
に

１
回
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
市
内
の
事
業
所
な
ど
で
使

用
し
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期

検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
役
所
で
実
施

さ
れ
る
検
査
は
、
ひ
ょ
う
量
２５０
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
下
の
機
械
式
は
か
り
が
定
期
検
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
※
検
査
に

は
所
定
の
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

Q
５
月
２６
日
貅
・
２７
日
貊
　
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時 

L
市
役
所
駐
車
場
東
側 

J
埼
玉
県
計
量
検
定
所
蕁
０４８
・
６５２
・
２
１

７
１ 

  

①
活
動
成
果
発
表
等
助
成
事
業 

N
県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体 

O
８
月
〜
１１
月
に
実
施
す
る
、
芸
術
文
化

の
振
興
（
活
動
成
果
の
発
表
な
ど
）
、
伝

統
文
化
の
継
承
・
保
存
（
後
継
者
の
育
成
、

備
品
整
備
な
ど
） 

金
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
２５
万
円
） 

②
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業 

N
文
化
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど 

O
７
月
〜
平
成
２４
年
３
月
に
実
施
す
る
、

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
文
化
芸
術
の
体
験
、

鑑
賞
、
活
動
発
表
な
ど 

金
額
　
対
象
経
費
に
つ
い
て
２０
万
円
以
内 

―
①
②
共
通
― 

M
５
月
２３
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
所

定
の
事
業
計
画
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
県
文
化
振
興
課
で
入
手
）
を
郵
送
で

同
課
（
〒
３３０
―
９
３
０
１
　
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
―
１５
―
１
蕁
０４８
・
８３０
・
２

８
８
４
）
へ 

   

　
平
成
２３
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
年
度
更
新
お
よ
び
石
綿
健
康

被
害
救
済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納

付
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
１１
日
ま
で
で
す
。

期
間
中
お
早
め
に
、
申
告
書
と
納
付
書
を

作
成
の
う
え
、
金
融
機
関
で
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
５
月
末
に
発
送
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
申
告
書
な
ど
の
記
入
方
法
の

説
明
書
も
同
封
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

J
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁
０４８
・

６００
・
６
２
０
３ 

   

①
主
に
解
雇
、
賃
金
不
払
い
な
ど
の
個
別

的
労
使
紛
争
に
関
す
る
相
談 

●
電
話
相
談 

　
節
電
対
策
の
た
め
相
談
時
間
を
変
更
し

て
い
ま
す
。 

Q
月
〜
金
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時 

●
面
接
相
談
（
予
約
不
要
） 

Q
月
〜
金
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
ま

で
） 

②
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談 

〜
仕
事
・
職
場
の
人
間
関
係
の
悩
み
〜 

Q
毎
週
水
曜
日
　
▼
午
後
１
時
３０
分
〜
、

▼
午
後
３
時
〜
※
い
ず
れ
も
お
お
む
ね
１

時
間
、
前
日
の
午
前
中
ま
で
に
要
予
約 

―
①
②
共
通
― 

L
県
庁
第
２
庁
舎
１
階
（
浦
和
駅
西
口
下

車
徒
歩
１０
分
） 

O
相
談
員
＝
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

J
埼
玉
県
労
働
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・
８３０
・
４

５
２
２ 

   

　
５
月
〜
６
月
は
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

運
動
の
実
施
期
間
で
す
。
大
麻
や
„
植
え

て
は
い
け
な
い
け
し
“
を
発
見
し
た
ら
、

保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

J
埼
玉
県
草
加
保
健
所
蕁
９２５
・
１
５
５
１ 

  

　
市
民
の
方
は
、
文
教
大
学
越
谷
図
書
館

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
利
用
方
法
は
、

市
の
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

　
利
用
の
際
は
、
文
教
大
学
で
所
定
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

J
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５
、
八
條

図
書
館
蕁
９９４
・
５
５
０
０ 

       

Q
６
月
４
日
貍
　
午
前
９
時
〜
正
午 

L
消
防
署
３
階
視
聴
覚
室 

N
中
学
生
以
上 

O
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
〈
Ａ
Ｅ
Ｄ
〉

の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
な
ど
）
※
講
習

を
受
講
し
た
方
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま

す
。 

R
２０
人
（
申
込
順
） 

P
無
料 

M
６
月
１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
消
防
署
（
蕁
９９８
・
０
１
１
９
）
へ 

   

Q
６
月
７
日
貂
〜
９
日
貅
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
※
７
日
＝
午
後
３
時
か
ら
、
９

日
＝
４
時
ま
で 

L
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室 

J
農
政
課
蕁
A
２
９
９ 

              
①
平
成
２３
年
度
第
一
回
公
民
館
パ
ソ
コ
ン

講
座 

Q
５
月
２５
日
貉
、
２７
日
貊
、
６
月
１
日
貉
、

３
日
貊
、
８
日
貉
（
全
５
回
）
　
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時 

L
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室 

N
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
パ
ソ
コ
ン

初
経
験
者 

O
起
動
か
ら
文
字
入
力
（
実
技
）
ワ
ー
ド

編
〜
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
覚
え
る
〜 

講
師
＝
菅
井
耕
二
さ
ん
（
や
し
お
市
民
大

学
Ｏ
Ｂ
会
） 

R
１０
人
（
申
込
順
） 

P
１０５
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

②
絵
手
紙
教
室 

　
温
も
り
を
伝
え
る
絵
手
紙
を
送
り
ま
せ

ん
か
！ 

Q
６
月
１４
日
、
２１
日
、
２８
日
、
７
月
５
日
、

１２
日
（
毎
週
火
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

L
八
幡
公
民
館
研
修
室 

O
絵
手
紙
の
作
成 

講
師
＝
片
桐
秀
子
さ
ん
（
日
本
絵
手
紙
協

会
公
認
講
師
） 

I
ビ
ニ
ー
ル
コ
ッ
プ
（
筆
洗
い
用
）
、
小

皿
（
墨
を
入
れ
る
） 

R
１５
人
（
申
込
順
） 

P
１
３
０
０
円 

―
①
②
共
通
― 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
八
幡
公
民
館
（
蕁

９９５
・
６
２
１
６
）
へ
※
受
付
時
間
＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時 

    

　
ぜ
ひ
、
八
潮
市
の
採
れ
た
て
枝
豆
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、

被
災
地
救
済
の
た
め
の
募
金
活
動
な
ど
も

行
い
ま
す
。 

●
や
し
お
枝
豆
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
祭
（
枝
豆
解

禁
） 

Q
５
月
２９
日
豸
　
午
後
３
時
〜
６
時 

L
フ
レ
ス
ポ
八
潮
イ
ベ
ン
ト
広
場 

O
枝
豆
解
禁
試
食
会
、
枝
豆
関
連
加
工
品

販
売
ほ
か 

●
や
し
お
枝
豆
大
感
謝
祭 

Q
６
月
１９
日
豸
　
午
後
４
時
〜
８
時 

L
フ
レ
ス
ポ
八
潮
１
階
駐
車
場 

O
枝
豆
試
食
会
、
市
内
農
産
物
即
売
会
、

枝
豆
関
連
加
工
品
販
売
、
軽
音
楽
ラ
イ
ブ

ほ
か 

J
八
潮
市
商
工
会
蕁
９９６
・
１
９
２
６ 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
気
を
つ
け
て
 

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
の
受
付
 

文
教
大
学
越
谷
図
書
館
利
用
案
内
 

労
働
保
険
料
並
び
に
一
般
拠
出
 

金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て
 

私たちの住むまちは 
私たちの手できれいにしましょう！ 

Q５月２９日（日）　午前９時開始（小雨決行） 
　※荒天の場合は６月５日（日）に延期 
L●各町会・自治会内ごみ散乱場所 
●けやき通り 
●首都高速道路下側道 
（八潮南ランプ周辺から共和橋付近まで） 
●北公園および八条親水公園、大原公園 

 
【拾ってほしいごみ】 
●資源ゴミ（空きカン、空きビン） 
●可燃ゴミ（紙類、プラスチック類など） 
【ご注意】 
　家庭内のゴミは絶対に出さないでください。
確実に分別してから決められた集積所に出し
てください。 

J環境リサイクル課蕁B２３４ 

労
働
相
談
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

普
通
救
命
講
習
会
 

公
民
館
講
座
 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
　
東
日
本
 

大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
 

「
や
し
お
枝
豆
ま
つ
り
」
 

第
４０
回
八
潮
市
鉢
の
会
さ
つ
 

き
展
示
会
 

～第２２回ゴミゼロ 
　　  運動のお知らせ～ 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査
 

に
つ
い
て
 

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

　市では、地域の自然環境や野生の動植物を守るために、平成２３年
度より自然環境調査を実施します。この調査は、公募による調査員を中
心に、市内の身近な野生の動植物などについて年間を通して調査を
行います。 

Q●６月・説明会●７月、１０月、１月（各２日）・研修と調査●２月・まとめ
会（いずれも予定） 
N１８歳以上の市内在住、在勤、在学の方で、自然環境に関心があり、
全日程に参加可能な方（専門知識の有無は不問・報酬は出ません） 
R３０人程度 
M５月３１日までに、所定の申込書に記入のうえ、環境リサイクル課へ郵
送、ファックス、Ｅメール（kankyo-recycle@city.yashio.lg.jp)に添付、また
は持参。申込書は、同課窓口にて配布（市のホームページからもダウン
ロードできます）。 
J環境リサイクル課蕁B３３８ 

市民参加による自然環境調査を行います 

自然環境調査員募集 


